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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/16(火)・6/17(水)　院内研修実施予定。
・全体連絡会議について、今後、記録係はなくなるが、全体連絡会議には積極的に参加していく事。

＜利用者様情報＞

・青木　紀子様～来所時、表情冴えない為体調確認する。デイケア利用者（根地戸　恵様）より30回に渡る電話があり、携帯電話の電源を切り対応したとの事。「眠ったんですけど、疲れてしまって…。ここまでタクシーで来たんです。」と話していている。対応について現時点では良い事を伝えている。他利用者と会話をするうちに徐々に落ち着いているが、静養室での休息を希望し、1時間程休んでいる。その後、表情硬く小刻みに震えながら「頭が痛い、吐気がある」との事だが、「用事がある。帰りたい」と話す。バイタルサイン測定の促しにも拒否をしている。体調不良であり、一人で帰るのは心配である為、静養室で再び休むように促すと、頭痛時の頓服薬・鹿内内科処方の内服薬服用しており「だいぶ良くなりました」と話す。明日の外来受診時、根地戸様について担当医へ相談してみるとの事。
・根地戸　恵様～デイケアに電話があり、デイケア利用者（青木　紀子様）に昨日100回位電話をしたが、繋がらない為心配との事。青木様とは仲直りをしているが、昨日の内科受診結果が気になり、知りたいと話す。個人情報であり、本人へ確認後、スタッフより根地戸様へ伝える事としている。電話の件については母様からも注意を受けており、行動の振り返りをしている。
・冨田　紀子様～13：15分頃喫煙室から出てきた際、デイケア利用者（淡路　智恵子様）から「初めて唄うの？」と声を掛けられ、「うるさい。」と声を出している。状況確認すると「今唄おうと思った瞬間だったから。」と事。話を傾聴し、周囲の利用者様が驚いた事を伝えると「そうですね。」と言い、その後は、トラブルはなくプログラムへも落ち着いて参加できている。
・淡路智恵子様～13：15分頃喫煙室から出てきた際、カラオケ中のデイケア利用者（冨田　紀子様）へ「初めて唄うの？」と声を掛けている。急にうるさいと言われ、「怖い。いつもそうなんだよ。だからグループホームに居たくない。」と話す。話を傾聴し声を掛けるタイミングを振り返るが、「ただ声を掛けただけ。」と振り返れない様子。スタッフから話を聞いていく事で、次第に落ち着くことができている。その後、トラブルはなくプログラムへも落ち着いて参加できている。グループホームでは必要以外共有スペースに行かず、距離を取るよう促している。
・倉石ヨシエ様～夕方頃より冴えない表情あり、どこか具合が悪い所がないかとの問い掛けに対し、「あっちこっち痛い」と答える｡夕食は主食1/2、副食1/2残食しており、食べないのか声を掛けると｢食えない｣と答えている｡排便の有無を確認すると｢あった｣と答え、腹痛はないと話す。帰荘後は、和室コーナーに横になり休んでいたとの事。本日の朝食は、全量摂取したとの事。来所後、体調に関しては「昨日よりいいよ、昨日はお尻の方から痛かった」と話されており、表情も良い。その後も不調の訴えなどはなく、各プログラムにも参加出来ている。昼食も全量摂取されている。
・倉橋　生子様～昨日の帰荘後、表情の硬さやブツブツとした独語が見られたり、階段下の柵を他者がいるにも関わらず力強く締めたりと易怒的態度が見られていたとのこと。その後の服薬時では、「今日の薬が一番おいしかった」と発言あったとの事。本日は、スタッフや他者に対して小さな声で話し掛け、表情に冴えなさが見られている。周囲に対し、易怒的な態度をとることはない。今後も様子観察を行っていく。
・大久保康弘様～本日より、デイナイトケア利用開始する。来所にはタクシーを利用されている。「歩くのは大変。足が痛いから。」「帰りもスーパーで買い物したいからタクシーで帰ります。」と話されている。体調について、「本調子ではないですけど、精神的には落ち着いているほうです。」「退院して解放されて気分的に良いです。」と話されている。また、「幻聴が2種類におよんでいて、否定と肯定があって、それですごく悩んでいるんです。」「これ以上薬を強くすると、睡眠の状態が悪くなって呂律がまわらなくなる。」と、幻聴や睡眠状態について話されている。睡眠時間は21：00に就床し、3：00に起きてしまうとのこと。プログラム参加状況は、股関節の痛みあり運動は椅子に座って見学し、ＣＤラジカセのセットを行っている。その他のプログラムは、以前のように発言も多く、メモもしっかり取って参加されている。食事は、「静かなところで食べたい。」との理由から、エレベーター移動で2階に配膳し食べている。また、服薬に関して以前の通り、昼食後薬・夕食後薬・就床前薬は、デイナイトケアで服用して貰いきちんと服薬状況の確認を行っていく。
退院前カンファで検討されていた施設入所について、移山寮三浦氏が本人と面談し、施設の情報提供に対し、見学を希望する。主治医へ本人の意向を伝え、見学の了解を得る。併せて、兄様にも連絡し了解を得る。その後、青森ワークキャンパスへ連絡し、6月18日(木)13：30から見学予定となる。当日は移山寮三浦氏、青陽館スタッフ、グループホーム世話人同行し、13：20青陽館出発予定。上記内容を本人にも伝えている。
・中村　鶴子様～本人より、電話がありこれまで金曜日の利用であったが、母様のヘルパーの都合で水曜日のデイケア利用へ変更したいと話す。家族・うみねこ幸房からは了承を得たとの事。明日担当医より許可をもらうようスタッフより助言している。

＜外来情報＞

・下妻　康貴様～左目の充血があり、フルオロメトロン点眼液1本処方されている。

・上川原　豊様～デイケア利用回数が減っている事から、送迎バスが開始されてからで良いから利用回数を増やすよう指示されている。

